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ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ルカニリク ・・・・・ スパスパスパスパスパ

名スパ

来外
師医 医治主

来　外
師護看

棟　病
師護看ID

血管造影検査血管造影検査血管造影検査血管造影検査血管造影検査
((((( 骨盤下肢動脈造影骨盤下肢動脈造影骨盤下肢動脈造影骨盤下肢動脈造影骨盤下肢動脈造影)))))

感染症：(有・無)（　　　　　　)　HB　（＋、－、未)　HC　（＋、－、未)　RPR（＋、－、未)
糖尿病：(有・無)（内服orｲﾝｽﾘﾝ）
月
日 日　　月 日　　月 日　　月　　

経
過

日前査検
間時院入 ）　　　：　　　（

）前査検（日当 ）中査検（日当 ）後査検（日当 日院退
間時院退 ）　　　：　　　（

標目

るれらけ受が査検で態状たし定安に共身心○ )/( るれらけ受が査検くな痛苦に全安○
　（ / ）　

血出○ いなが）む含をマ－トマヘ（
　　　　　　　　　　 )/(
いなが状症栓塞、栓血○ )/(

いなが候兆染感○ )/(

点意注な要必に活生や患疾○
るきで解理が )/(

食
事

食示指 可事食□
）昼・朝（食延□

可りよ後直水飲、事食 院退、後食朝

時室帰
( 　：　 ) ( 　：　 ) ( 　：　 )

検
査
・
処
置
・
観
察

温体 　間時施実 ma （9 ）時絡連・時
　　　　　 mp （1 ）時絡連・時

　ＮＴ食生□　保確管血 lm001
肘右□　　　肘左□　位部刺穿

無有の血採脈動 ( 無・有 )

剤薬用使
　　　　（　ンリパヘ□ lm ）
　　　　（　　剤影造□ lm ）
　　　　（ンミタロプ□ lm ）

知触脈動
）　（Ｌ）　　（Ｒ　骨橈□

ﾝｲｻﾙﾀｲﾞﾊ 項事記特びよお果結、

拍脈

圧血

便排

）部肘（毛除□ 項事認確
計時□　輪指□　歯義□
ドンバムーネ□　鏡眼□

間時尿排
）分　　時　　（

知触脈動
□ ）　　（Ｒ　骨橈

）　（Ｌ　　　　

点題問の上護看
無・有：害障力視　
無・有：害障力聴　
無・有：害障動運　

位部　 ( 　　　　　　　 )
易・難：度解理　

他のそ　 ( 　　　　　　 )

創検□
去除ネーシ、後間時６

用着を帯包性弾、しずはが師護看

創検□

血出
）無・有（

腫血
）無・有（

知触脈動
）骨橈（

注
射
・
内
服

認確薬用常□ 薬期定
　続継□

□ 薬休 ( 昼・朝 )
）　　　　（他□

前室出
スパデ□ 1Ｔ

液輸後査検
去抜後了終□

続継□ ( 箋方処要 )
Ｔタリソ□ 1　 lm005

行
動

浴入□ 度静安
間時１　静安上床□
由自後以　　　　　

説
明
・
反
応

明説りよ師医
書意同査検□
明説りよ師護看
ていつに活生院入□

前査検□ ﾝｮｼｰﾃﾝｴﾘｵ
りよ師剤薬
導指理管剤薬□

明説りよ師医
果結査検□

画計療治の後今□
明説りよ師護看

ていつに静安の後査検□

明説りよ師護看
ていつに養療の後院退□

日診受来外回次□
日　月　　

追
加
・
備
考

）内棟・内院（度静安）１
）可不・可（理管己自服内）２

回　　　圧血）３ /日

( 　　 ) 室号

tP 　　：応反の

具寝準基□

４) 時昇上圧血
圧血期縮収　 081 ㎜ gH 上以
圧血期張拡　 011 ㎜ gH 上以
トーラダア　 RC 服内錠１

５) 熱発・痛疼 5.83 上以度
錠１ンニソキロ　

６) 錠２ドニゼルプ　時秘便
７) 錠１　ンバモア　時眠不

薬院退□
）箋方処要（

書供提報情療診□
）無・有（　

ドーカ・ＤＩ□

期初□ ﾄｯｲﾞﾃｰｵ
策対瘡褥

策応対落転・倒転
アリバ
スン

視巡

名署 ＳＮ科線射放

09-I70-109-I70-109-I70-109-I70-109-I70-1



＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。
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血管造影検査を受けられる血管造影検査を受けられる血管造影検査を受けられる血管造影検査を受けられる血管造影検査を受けられる

　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　様へ
説明医師

看護師

月月月月月
日日日日日 日　　月　　 日　　月　　 日　　月　　

経経経経経
過過過過過 日前査検 ）前査検（日当 ）後査検（日当 日院退

目目目目目
標標標標標

るきでが備準のめたの査検 るれ守が静安 るきで解理ていつに針方療治や患疾
解理が点意注な要必に活生の後院退

るきで

食食食食食
事事事事事

すで食示指 りよに間時始開の査検
　 ）昼・朝（すまりなに食延□
　 んせまりあは限制□

んせまりあは限制の分水　　

すまきで食飲りよ後査検 すまきで院退、後食朝

明説が師護看
すまし

明説が師護看
すまし

処処処処処
置置置置置
・・・・・
観観観観観
察察察察察

を圧血、拍脈、温体
すまり測

が合場う行を毛除
すまりあ

に前査検、朝早
すまり測を圧血、拍脈、温体

後午・前午
すで査検のろご時　　

てい書を前名にドンバムーネ
すまけつに首足

を圧血、拍脈、温体
1～2 すまり測にとご間時

めたるす防予を血出
すましをドンバ定固の

ずはをドンバ定固で間時６、後査検
すまき巻を帯包、し

を圧血、拍脈、温体
すまり測

を認確の位部刺穿に朝
すまし

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

は方るあの薬るいでん飲もつい※
せら知おに師護看でのすまし認確

いさ下

っ従に示指の日前査検、は薬おの段普
いさだくてし服内て

すまし服内を剤定安に前く行に査検

の後院退りよに態容
すま出が薬お

行行行行行
動動動動動

んせまりあ限制

すまきで浴入

、りとを粧化せま済をレイトに前査検
、計時、歯れ入
、ーリサセクア

鏡眼 てし外を
いさだく

に室査検で子椅車
すまき行

すましにうよいなげ曲は肘たしを査検

は間時１、後査検
は外以く行にレイト

すましに静安で上ドッベ

んせまりあは限制後のそ

あは限制、後認確の傷の位部刺穿に朝
んせまり

すまきで浴入後院退

説説説説説
明明明明明

明説りよ師医
ていつに査検　

明説りよ師護看
ていつに活生院入　
や置処の後前査検　

　ていつに静安　

明説りよ師剤薬
ていつに薬服内　

明説りよ師医
療治の後今と果結査検　

ていつに画計　
）日翌はたま日当査検（

明説りよ師護看
ていつに静安の後査検

明説りよ師護看
ていつに養療の後院退　

目標：心身共に安定した状態で検査が受けられ合併症を起こすことなく、早期に退院できる


